
    

３
つ
の
エ
リ
ア
で

  

多
様
な
文
化
財
を
展
示

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
中
江
藤

樹
と
そ
の
教
え
エ
リ
ア
、
地
域
で

守
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
資

料
な
ど
を
展
示
す
る
エ
リ
ア
、
映

像
コ
ン
テ
ン
ツ
で
高
島
の
多
様
な

文
化
を
学
べ
る
多
目
的
エ
リ
ア
が

あ
り
ま
す
。

 　高島の多様な歴史や文化を
15 分の映像を通して学べるエ
リアです。新たに製作した映像
コンテンツで高島の魅力を体感
いただけます。

可動式
書架

展示
ケース

　出土品をはじめとする実物の
資料を見学しながら、高島の歴
史と文化を学べるエリアです。
貴重な実物資料と共に、パネル
や写真をお楽しみいただけま
す。

たかしまの歴史と文化
エリア

　近江聖人中江藤樹記念館で収
蔵されてきた関連資料や遺品の
展示、新たに作成した映像コン
テンツを通して、中江藤樹の教
えをより分かりやすく学んでい
ただけます。

多目的
エリア

書架

収蔵庫

近江聖人 中江藤樹と
その教えエリア

　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！

　
施
設
の
新
機
能　

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
文
化
財
を
新

た
に
発
信
・
展
示
す
る
目
的
の
ほ
か
、

資
料
の
収
蔵
、
保
管
、
調
査
を
担
う

施
設
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
こ
れ
ま
で
収
蔵
さ
れ
た
貴
重
な
資

料
を
よ
り
適
切
か
つ
効
率
的
に
収
納
す

る
た
め
、
可
動
式
書
架
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
指
定
文
化
財
な
ど
を
展

示
す
る
と
き
に
必
要
な
気
密
性
の
高
い

展
示
ケ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
、
重
要

文
化
財
な
ど
の
展
示
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
他
、
新
た
な
出
土
品
や
収
蔵
さ

れ
る
資
料
を
調
査
、
整
理
す
る
作
業
室

や
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と
す

る
ト
イ
レ
周
り
や
館
内
の
段
差
解
消
、

手
す
り
付
き
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
す
る
な

ど
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

問 文化財課　 （２５）８５５９

　
高
島
市
に
は
豊
か
な
自
然
と
人
々
の
生
活
が
作
り
上
げ

た
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
先
人
が
守
り
、
郷

土
愛
を
育
み
、
受
け
継
い
で
き
た
高
島
市
の
財
産
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
新
た
に
発
信
・
展
示
す
る
施
設
と

し
て
『
中
江
藤
樹
・
た
か
し
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
が
６
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
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鴨
稲
荷
山
古
墳
の

　
　
　
石
棺
レ
プ
リ
カ

　
鴨
稲
荷
山
古
墳
に
は
、
遠
く
大
阪
府
と

奈
良
県
に
ま
た
が
る
二
上
山
か
ら
運
ば
れ

た
重
さ
数
ト
ン
の
家
形
石
棺
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
赤
く
塗
ら
れ
た
石
棺
内
部
に

は
、
金
製
耳
飾
や
金
銅
製
宝
冠
な
ど
の
装

飾
品
が
納
め
ら
れ
、
権
力
者
の
象
徴
で
も

あ
る
石
棺
と
出
土
し
た
豪
華
な
副
葬
品
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

中
江
藤
樹
真
筆

「
致
良
知
三
大
字
」・

「
中
江
藤
樹
像
」（
い
ず
れ
も
藤
樹
書
院
蔵
）

　

中
江
藤
樹
の
教
え
を
代
表
す
る
言
葉

「
致ち
り
ょ
う
ち

良
知
（
良
知
に
致
る
）」。
藤
樹
は

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
良
知
（
美

し
い
心
）
を
鏡
の
よ
う
に
磨
き
、
そ
の
良

知
に
従
う
よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
教
え
の

根
本
と
し
ま
し
た
。「
中
江
藤
樹
像
」
は
、

最
も
有
名
な
肖
像
画
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
普
段
は
非
公
開
の
貴
重
な
資
料
を

２
点
同
時
に
展
示
し
ま
す
。

　高島の歴史や藤樹先生を紹介する映像が特に
楽しみです。私が案内をしている大溝陣屋総門
内でも大溝城復元映像を上映しているのですが、
映像があると分かりやすく、幅広い年代の方に
喜んでいただけます。また、高島市は広くて、
普段はなかなか市内各地をめぐることが難しい
ので、これまで朽木やマキノなど地域ごとに複数
の資料館で紹介されていたことを、一つの館で
まとまって見られることがうれしいです。
　藤樹先生の関係資料がピックアップして紹介
されることも楽しみです。

　壁紙や床の色が一新されるので、これまでよ
りも明るく開放的な空間になると思います。
　また、高島市の歴史文化を発信する拠点施設
として、地元の中高生などが関わることのできる
仕組みがあると良いのではないでしょうか。例え
ば、新施設を生かしたイベントの企画などをして
もらえると楽しいと思います。また「さわれる展
示品」があると良いですね。
　新ミュージアムには地域の魅力を引き出す要
素がたくさんつまっているはずです。その要素を
うまく活用して、たくさんの人に来ていただける
楽しい施設になることを期待しています。

大石  義一 さん
（ヴォーリズ今津郵便局の会 会長）

上田  あゆみ さん
（大溝の水辺景観まちづくり協議会 スタッフ）

金銅製宝冠

石棺レプリカ

致良知三大字

普段は非公開の
貴重な資料を展示

９時～ 16 時 30 分　
月曜日 ( 祝日・振替休日の場合は開館、翌平日が休館。)、12 月 29 日～１月３日
一般 ( 高校生以上 )	３００円
団体 (20 人以上 )	 ２００円
障がい者・介助者	 １００円
小中学生以下無料
※障がい者料金は、手帳または手帳アプリを提

示ください。
住所：安曇川町上小川 69 番地
駐車場あり（台数限りあり）
＜電車・バスをご利用の場合＞
⚫「JR 湖西線『安曇川駅』から徒歩 18 分
⚫�高島市コミュニティバス船木線『藤樹記念

館前』下車すぐ
団体予約を希望される場合は、次の問合先
までご連絡ください。
　 （３２）０３３０

　開館を記念して、「継体大王出生の地」をテーマに最新の研究と
その動向を踏まえ、日本列島あるいは東アジアからみた古墳時代
の高島市についてお話いただきます。
　この講演と共にミュージアムを見学すると高島市の歴史文化をよ
り深く感じることができるかもしれません。

６月 15 日（日）　13 時 30 分～ 15 時 30 分
・報告　文化財課　西 主事

・記念講演　中久保 辰夫 准教授（大阪大学大学院人文学研究科）
安曇川図書館  視聴覚室
４０人
２００円
文化財課までメールまたは電話

（２５）８５５９　  bunkazai@city.takashima.lg.jp
６月１３日（金）（定員になり次第締切）

中江藤樹像
中江藤樹・たかしまミュージアム　Information

開館記念講演会

９
月

30
日
ま
で

開館時間

日時
講師

会場
定員

資料代
申込方法

申込締切

アクセス

その他

問合先

入館料
休館日

京都橘大学に在任中、高島
市の古墳時代とりわけ継体
大王前後の時代を中心に調
査研究をされてきました。

中久保 准教授

新ミュージアム
　  への声 お

ス
ス
メ
の

展
示
品 
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